山梨県コンクール　二部　佳作賞
ひのひかり　
富士川町立増穂小学校四年　
　長澤　優衣　
わたしのお家は、お米「ひのひかり」を作っています。五年前までは、おじいちゃんが作っていて、今はお父さんが作っています。
春になると、お父さんの頭の中は、田んぼのことしか考えていません。毎日毎日、仕事の前や帰ってきてから、休みの日も田んぼばかりです。家族よりも田んぼが大すきみたいです。
春にたねまきをし、芽が出てくるとゴールデンウィークは、いよいよ田植えです。
田植えは機械でします。お父さんの子どものころは、手で一本一本植えていたのでたいへんだったとよく言っています。今は機械で良かったと思いました。
そして、なえを作っていたなえ箱をあらうのがとてもたへんです。しかし、今年はなえ箱をあらう機械を買ったので、お母さんは、
「いつもの何百倍も楽だし、楽しくできるね。」
とよろこんでいました。楽しそうだったのでわたしも手伝うと、とても楽しかったです。
田植えが終わると、もっと大変な毎日がくるそうです。水の調整や天気、ざっ草、すずめなど、たくさんの問題があると、お父さんは、ぼやいています。
　毎日、あって当たり前のご飯ですが、春から秋までこんなにお世話しないと、おいしいご飯がたべられないのかと思うと、お父さんは、一生けん命がんばっていてすごいなぁと思いました。
「苦ろうしても自分でつくったお米は、何よりもおいしい。」
と口ぐせのように言っています。やっぱり、わたしよりお米の方がかわいいみたいです。
わたしの大すきなご飯は、まず、おばあちゃんのにぎってくれる「しおむすび」です。びみょうなしおかげんと、食べた感しょくがとってもおいしいです。そして、何と言っても、一番は、「カレーライス」です。お母さんの作ったカレーと、お父さんの作ったご飯をいっしょに食べると、幸せな気分になります。だから大大大すきです。
　夏が終わりに近づくと、だんだんと田んぼが、緑から黄金色にかわりはじめます。
　秋です。「ひのひかり」のしゅうかくがはじまります。大すきなご飯が楽しみです。
　幸せのいいにおいがしてきました。
「ピーピーピー」
すい飯器の音が鳴りました。
「グゥー」
おまけにおなかも鳴りました。
みんな、えがおになりました。
「今日は、幸せなカレーライスだ。」
「いただきまーす。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

